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防
衛
省
に
お
け
る
裏
金
組
織
に
つ
い
て
の
調
査
に
関
す
る
第
三
回
質
問
主
意
書

「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
六
九
第
二
八
五
号
）
を
踏
ま
え
、
再
度
質
問
す
る
。

一

防
衛
省
に
お
い
て
情
報
収
集
を
主
た
る
目
的
と
す
る
報
償
費
（
以
下
、
「
報
償
費
」
と
い
う
。
）
の
多
く
が
架
空
の
領
収

書
で
裏
金
化
さ
れ
、
幹
部
や
関
係
部
局
の
裁
量
で
使
え
る
よ
う
な
組
織
ぐ
る
み
の
不
正
経
理
を
長
年
に
渡
り
行
っ
て
い
た
こ

と
（
以
下
、
「
報
償
費
の
裏
金
化
」
と
い
う
。
）
が
判
明
し
、
ま
た
、
「
報
償
費
の
裏
金
化
」
に
よ
り
裏
金
化
さ
れ
た
「
報

償
費
」
の
一
部
が
、
防
衛
大
臣
、
副
大
臣
、
事
務
次
官
各
室
な
ど
防
衛
省
首
脳
レ
ベ
ル
の
人
物
へ
も
大
臣
官
房
秘
書
課
に

よ
っ
て
管
理
・
配
分
さ
れ
て
き
た
と
の
昨
年
十
二
月
の
新
聞
報
道
を
受
け
、
現
在
防
衛
省
に
お
い
て
進
め
ら
れ
て
い
る
、
長

岡
憲
宗
経
理
装
備
局
長
を
中
心
に
し
た
「
報
償
費
」
の
使
途
等
に
つ
い
て
確
認
す
る
作
業
（
以
下
、
「
作
業
」
と
い
う
。
）

に
つ
い
て
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
防
衛
省
と
し
て
は
、
先
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
年
四
月
八
日
内
閣
衆
質
一
六
九
第
二

三
六
号
）
一
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
現
在
、
一
通
り
聞
き
取
り
作
業
を
終
え
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
取
り
ま
と
め
の
段

階
に
至
っ
て
い
な
い
が
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
作
業
を
終
え
た
い
と
考
え
て
い
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
本

年
五
月
九
日
現
在
、
「
作
業
」
の
進
捗
状
況
は
ど
の
様
に
な
っ
て
い
る
か
説
明
さ
れ
た
い
。

二

「
作
業
」
は
い
つ
頃
取
り
ま
と
め
を
終
え
る
予
定
か
、
防
衛
省
に
お
け
る
見
通
し
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

一



三

前
回
質
問
主
意
書
で
、
防
衛
省
と
し
て
「
報
償
費
の
裏
金
化
」
の
問
題
を
徹
底
的
に
調
査
し
、
「
作
業
」
が
終
了
し
た
後

に
、
国
民
に
き
ち
ん
と
し
た
説
明
を
行
う
考
え
は
あ
る
か
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
防
衛
省
と
し
て

は
、
現
時
点
に
お
い
て
、
お
尋
ね
の
作
業
が
終
了
す
る
時
期
に
つ
い
て
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
で
き
る
だ

け
早
期
に
作
業
を
終
え
た
い
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
報
償
費
の
性
格
上
、
個
別
具
体
的
な
使
途
等
に
つ

い
て
公
表
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
つ
つ
、
現
在
、
そ
の
公
表
方
法
等
に
つ
い
て
検
討
中
で
あ
る
。
」
と
の

答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
右
は
「
作
業
」
の
結
果
、
昨
年
十
二
月
の
新
聞
報
道
に
あ
る
「
報
償
費
の
裏
金
化
」
が
事
実
だ

と
判
明
し
た
と
し
て
も
、
防
衛
省
と
し
て
「
報
償
費
」
の
性
格
上
、
「
報
償
費
の
裏
金
化
」
に
つ
い
て
全
て
を
国
民
に
明
ら

か
に
す
る
こ
と
は
避
け
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
。

四

海
上
自
衛
隊
第
一
護
衛
隊
群
の
二
等
海
曹
が
イ
ー
ジ
ス
艦
の
構
造
図
面
な
ど
を
持
ち
出
し
た
情
報
漏
洩
事
件
や
前
防
衛
次

官
の
収
賄
容
疑
に
よ
る
逮
捕
、
軍
需
商
社
と
の
癒
着
、
そ
し
て
本
年
二
月
に
発
生
し
た
イ
ー
ジ
ス
艦
「
あ
た
ご
」
と
漁
船
の

衝
突
事
故
等
、
今
や
防
衛
省
は
国
民
の
信
頼
を
失
い
つ
つ
あ
り
、
組
織
と
し
て
重
大
な
危
機
を
迎
え
て
い
る
と
思
料
す
る
。

三
で
、
防
衛
省
と
し
て
、
「
作
業
」
の
結
果
「
報
償
費
の
裏
金
化
」
の
問
題
が
事
実
だ
と
判
明
し
て
も
、
全
て
の
情
報
を
開

示
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
国
民
に
対
し
て
き
ち
ん
と
し
た
説
明
を
す
る
考
え
が
な
い
の
な
ら
、
国
民
の
防
衛
省
に
対
す
る
不
信

二



が
更
に
高
ま
る
の
は
必
至
で
あ
る
。
防
衛
省
と
し
て
一
刻
も
早
く
「
作
業
」
を
終
わ
ら
せ
、
「
作
業
」
の
結
果
得
ら
れ
た
情

報
を
全
て
国
民
に
対
し
て
開
示
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
石
破
茂
防
衛
大
臣
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


